
 

≪対象自動ドアのご確認方法≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ≪両扉の場合≫ 
 

◆本ご確認の目的は、 

「自動で全開した停止位置から、更に手で押し 

開くことができる」自動ドアかどうかを調べて 

    頂くのが目的です。 

 

ご確認① 自動ドアがセンサーで自動的に開き、全開した停止位置で「扉の枠と固定の枠との間に 

約３ｃｍの隙間があるか」を確認してください。 

ご確認② 必ず自動ドアの電源を切って頂き、扉を手等で押しても扉が開かない位置まで 
全開した後、「扉の枠と固定の枠との間に約３ｃｍの隙間があるか」を確認してください。 

 

◆対象の自動ドア ・・・下記の２つの条件を満たす自動ドアが対象となります。 

（1）上記のご確認①で「上記の隙間がある」場合 

（2）上記のご確認②で「上記の隙間がなくなる」場合 

＊上記のご確認方法が不明瞭な場合には、弊社のお客様相談受付フリーダイヤルまでご連絡下さい。 

 

【ご確認に際してのご注意】 

＊扉を手で押す場合は、指を挟む恐れが有りますので、下記事項を守ってください。 

→扉の枠をつかまずに指を伸ばした状態で、手の平で静かにゆっくり押してください。 

 

『必ず電源を切ってから』ご確認願います 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扉を押す良い例 扉を押す危険な例 

扉の枠

扉の枠 

固定の枠 

扉を開いた時、扉の枠と 
固定の枠に隙間がある。

扉の枠 

固定の枠 

(隙間約 3cm) 


